
まを上回る収量で、盛岡7号 と同程度の収量が得られた。 しかし、腐敗果は各

年次とも盛岡7号より多く発生している。

2.ニ ンニクの貯蔵法について

背景と特徴

ニンニクは収穫後、村り球風乾して出荷を調整し、凍結期前の 12月 下旬までの出荷が主

体である。 12月 下旬以降は疎結や麟片のぬけが多く発生し、品質が著しく低下するため、

風乾状態での長期保存は不可能であった。    _

したがって 12月 下旬以降の品質向上をはかり、長期に渡り安定出荷のできる貯蔵法を検

討するため、貯蔵庫利用の貯蔵法につき検討したので参考に供したい。

試験成績の概要

(1)試 験課題名

(2)試 旗年次および場所

(3)試 験方法

昭和 48年 度

① 軒 下吊り球

② 無 成房室内

③ 日中援房、夜問無暖房室内

④ 貯蔵庫(5し 上2色 )

O 貯 蔵庫(1&十 1℃)

E)貯 蔵庫の湿度80～ 85%、 1時のネット袋詰とする。

昭和 50年 度

包麦方法 貯蔵方法

ニンニクの貯蔵法

昭和 48～ 50年  岩 手県園芸試験場本場        t
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①ネットおよびポリ袋は 1貯入、ダンボールはそrl,を4ケ入とする。②ネットおよびポ

リ袋詰区はさらにヨンテナーに入れ横み進きねとしたと0ポリ袋は有火ポリ袋とした。

供試品種  福 地系                    |

ユ 主 要成果の具体的データー                         ′

第 1麦 貯 減中の障害発生状況(昭和47年 12月 3日～昭和48年 4月 2日 )
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５

障害発生始とは障害率20%に 達した時

D裂 球始めは表皮が裂ける程度のもの

腐敗始めは球全体が腐敗した時

萌茅始めは表皮から新芽のあらわれる時期

03月 24日 でも発根治程度のもの

【t,3月24日 で発根長が2配 以上に進んだもの

△3月 24日 で発根長が5脇以上のもの

X3月 24日 で発根長が 1初以上に進んだもの

第 1図 球 重戒量郵抑 (昭 和 48年 度

①野下品り球     ―

②無援房室内

③日中暖房、夜問無暖房

④貯蔵庫(う他±2&)

o 〃 (1℃ ±1絶 )

1耗
11192/5:22027竹101724を101724耗  母毛   ｀

摘 要

1・ 貯減i&度と貯威中の包装方法により品質差や、長期貯蔵できる日数差が異なり傑結しな

い程度の低温であれば長期貯減が可能であった。

2 1i品質 :|せ痕中のrifをと湿度が!馬いと品質を早期に低下する傾向があり障害球も多くなる。

41F下Fキリ球貯蔵は冬)羽曲票祐温度下に経過する日数が多く、温度差も大きく、地風がよい

か 1月中旬には凍結し、環結後の品貞低下や球童の減最率が高くなり長期貯歳が難しい。

貯減平i託度 (1し 上 1地 )医は品賀低下や球重減量率も低く、長期貯蔵が可能であった。包

と方法による主もあり、ネット愛詰医は通気性もよく長期路を戚が可能であったが、ポリ象

以上の結共、片rげ抗,治後の品質変化は、)1伊哉方法によ9共 なり、また同じ貯減温度でも包装

方法によっても差があ!l、品質低下のおそい区は好蔵陣 (‐1色Ⅲ l&)の ネット袋詰区であ

り、調壷打切りの3月下旬でも光根が進まない。また次いでネット袋詰十ダンボール医であ

―劇
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るが、通気性がやや分り発根がや 早ヽくヌケが見られた。

3 .ア スパ ラガス栽植密度について

1,背 景と特徴

経営面積の広い県北地域に多く栽培されているが、永年件物であり収穫始めまで2年以上

を用し、生育期間が長い割合には生産量が少ない。は種後 2年 目までは短根ニンシン、レタ

スなどを問作 しているところが多い。

このようなことから初期から高い収量をあげるために、 10a当 り3.703球, 名406株 ,

H,109抹 を入れては種後 2年 目から3ケ年間密植栽培により初期から高い収量が得られた。

乳703株では収雄 l～ 2年 目まで高い収量が得られたが、 H,109株 では収穫2年 目は高い

い収量であったが、9年 目になると〕,704株のものと同等の収量であった。しかし、密植栽

培が初期から高い収量が得られるので参考資料に供したい。

2 試 験成績の概要

1)試 験課題略  ア ズ″くラガス栽植密度

2)試 験年次および場所  ltJ 4 8～う0年  岩 手県園芸試験場本場

3)試 験方法

条件

① 畦所3 1 8 o御 株お]1 5御 1条 は種 1 0 a 当 り乳7 0 3 株

② 2    ″ ″  1 4 0 6 ″

③ 3    ″ ″    11, 109 ″

ゼ)供 試品種  カ リフオルニア500

0)面 積および区制  1区 324沼 2 2区 制

い)耕 程概要

は極期 47年 4月 25日   直 播  条 間20御   フ ィルムマルチ (95B穴 な

し)傾夢調  2=干 日つヽら楳ナ也

施肥量  県 耕種基準による。

(1)供 試
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